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図2.MgTi204の帯磁率､電気抵抗温度依存性
系は3次元系から1次元系になる｡
その結果､1次元電子系特有のバイエルス不安定性により､金属一絶縁体転移が起こる ｡
スピン1重項状態を与える原子変位モデルの検証が急がれる｡
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